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・令和 6 年度の診療報酬改定により精⼦凍結保存管理料が新設されます。 
・あわせて選定療養にも精⼦の凍結⼜は融解の項⽬が新設されます。 
・選定療養とは患者の快適性や利便性などにかかる療養であり、保険給付の対象ではありま
せんが、保険診療との併⽤が認められる治療です。 
 
精⼦凍結保存管理料（保険診療）が適応となるのは・・・ 
・精巣内精⼦採取術によって得られた精巣内精⼦と⾼度乏精⼦症患者における射出精⼦を
体外受精・顕微授精に⽤いることを⽬的として凍結保存をおこなう場合が対象となります。 
・医療上必要があると認められる場合に⾏われるもので、精⼦凍結を考慮する⾼度の乏精⼦
症の基準としては精⼦濃度として 5×106/mL 未満が⽬安となります 1。 
・実際に精⼦凍結保存を⾏うかどうかについては、治療スケジュールなども検討し担当医と
相談する必要があります。 
 
精⼦凍結保存管理料の費⽤は・・・ 
・精巣内精⼦採取術によって得られた精巣内精⼦を凍結する場合と⾼度乏精⼦症患者にお
ける射出精⼦を凍結する場合で保険点数が異なります。 
・治療を受ける施設によらず管理料は⼀定です。 
・別途、精⼦凍結保存維持管理料の費⽤も必要となる場合があります。 
・保険診療の範囲で凍結した精⼦を使⽤する場合、融解に対する追加費⽤は発⽣しません。 
 
選定療養（⾃費診療）が適応となるのは・・・ 
・医療上必要があると認められない、患者の都合により⾏われる精⼦の凍結⼜は融解が対象
となります。 
・選定療養における精⼦の凍結⼜は融解にかかる費⽤は治療を受ける施設によって異なり
ます。 
・保険診療（体外受精・顕微授精ほか）との併⽤が可能です。 
・選定療養を⾏っていない施設もあります。 
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